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平成 26年度第 2回理事会が、9月 28日（日）に開催されました。 

総会でご承認いただいた「法人化」について検討するとともに、各委員会の活動状況に 

ついて意見交換をしました。 

今号は、第 2回理事会と各委員会からの報告を中心にお届けします。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

          平成 26年度 第 2回理事会報告 「法人化（一般社団法人）」について 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

・定款、代議員選出規程、役員選出規程、法人化までのスケジュールについて検討 

 しました。 

・来年 2 月の第 3 回理事会の後、学会ニュース、メルマガ、学会 HP 等にて詳細をお知ら

せするとともに、会員の皆様からの意見募集をする予定です。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

                         各種委員会からの報告・お知らせ 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆◆編集委員会◆◆ 

 ・第 19回学術集会・交流集会「学会誌編集方針・投稿規程・査読プロセス」に 28名の 

  参加をいただきました。 

 ・19巻 2号と 20巻 1号の 2回にわたって、「学会設立 20周年記念特集」を組みます。 

  これまでの歩みを振り返り、未来を展望する企画となっています。 

 

◆◆研究・教育活動推進委員会◆◆ 

 ・第 19回学術集会前日のワークショップ「老年看護学研究における実践者と研究者との 

  協働」に 68名のご参加をいただきました。 

 ・来年度は、「会員の研究費獲得・申請に関する実態調査」の結果に基づいて、 

  「学際的プロジェクト研究への道（仮）」（第 20回学術集会時に開催予定）、 

「科研に応募しよう（仮）」（2015 年 8 月開催予定）の 2 つのワークショップの企画を



検討しています。 

 

◆◆国際交流委員会◆◆ 

 ・老年看護関連の国際学会に関する情報、学術集会等に参加予定の学会員や参加された 

  会員の皆様からの情報提供、ならびに報告を募集しています。 

    詳しくは学会ホームページ（http://www.rounenkango.com/）の右横「国際交流・ 

    活動」のバナーから「掲載情報・報告募集」をクリックしてください。 

 ・来年度の第 20回学術集会において、国際共同研究・活動の推進に向けたワークショッ 

    プを企画しています。詳細が決まりましたら、学会 HP、メルマガ等でお知らせします。 

 

◆◆老年看護政策検討委員会◆◆ 

 ・2014年 2月に行った老人看護専門看護師・認知症看護認定看護師を対象とした 

  「神経認知障害（認知症）入院高齢者へのチーム医療の実態調査」の報告書がおおむね 

   まとまりました。最終の校正を行い、年内には学会 HP等にて公表する予定です。 

 ・平成 28年度診療報酬改訂に向けた看護技術提案書に、「COPD患者へのテレナーシン 

    グ」と、今回の「入院認知症高齢者へのチーム医療」の 2つを盛り込む予定です。 

 ・来年度の第 20回学術集会において、「『入院認知症（神経認知症外）高齢者への 

    チーム医療』の実態と政策提言」をテーマにワークショップを企画しています。 

    詳細が決まりましたら、学会 HP、メルマガ等でお知らせします。 

 

◆◆論文表彰選考委員会◆◆ 

 ・日本老年看護学会投稿規程の変更（「研究ノート」の廃止）等に伴って、現在、 

  「研究論文表彰に関する規程」や内規の見直しを進めています。 

 ・改正作業が済みましたら、学会 HPにてお知らせいたします。 

 

◆◆生涯学習支援委員会◆◆ 

 ・第 19 回学術集会・交流集会「生涯学習支援研修基礎編を地域で開催しよう」に 20 名

のご参加をいただきました。 

 ・基礎編(山形：9月 27日)、実践編 ELNEC-J(東京：9月 27～28日)、応用編災害支援 (10

月 5日)の 3つの研修を終了しました。多数のご参加、ありがとうございました。  

  

●今後の研修予定は下記のとおりです。 

 ○実践編：ELNEC-J 高知会場 

  日程：10月 25日(土)・26日(日)の 2日間 

  会場：近森病院 管理棟 

  テーマ：ELNEC-J高齢者カリキュラム看護師教育プログラム 



 ○応用編モデル事業 

  日程：11月 8日（土）13:30～16:00 

  会場：発明会館（東京都港区虎ノ門） 

  テーマ：日本の認知症ケアの方向性と老年看護学の貢献 

  ※詳細、および申込は日本老年看護学会ホームページ（http://www.rounenkango.com/）

をご覧ください。 

  ※関係機関や実習先などにも、ぜひご案内ください。 

  

◆12月以降、2つの企画を準備しています。 

   ・基礎編 九州会場 2014年 12月 6日 

   ・基礎編 大阪会場 2015年 2月 14日 

 

◆◆災害支援検討委員会◆◆ 

 ・第 19回学術集会にて交流集会「被災地における連携・協働のとり方を考える」を開催 

  しました。詳しくは、学会誌 19巻 2号にてご報告する予定です。 

 ・高齢者に特化した災害時の支援ガイドとして、災害後の時期ごとの課題、平時におけ 

    る課題をまとめたガイドを作成中です。 

 ・第 20回学術集会にて、中長期的災害支援に関するシンポジウムを準備しています。 

 ・災害支援に関わった皆様のご経験や実際の写真等を学会 HPに掲載します。 

  学会ホームページ（http://www.rounenkango.com/）の右横「災害支援活動」の 

    バナーをクリックし、記事をご参照ください。原稿は下記にお送りください。 

  E-mail:rounenkango@nqfm.ftbb.net（件名に【災害支援原稿】と入れてください。） 

 

◆◆専門看護師・認定看護師活動推進委員会◆◆ 

 ・第 19回学術集会・交流集会「今こそつながろう。認知症看護認定看護師の輪」に 

  約 300名のご参加をいただきました。 

 ・11月 1日（土）、13時より、東京女子医科大学にて、認知症看護認定看護師を対象 

  とした研修会を開催します。施設や在宅での看護の継続をも意識しながら、急性期疾

患により入院した認知症高齢者への支援について深めます。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

         日本老年看護学会第 20回学術集会 開催のご案内 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆会 期：2015年 6月 12日(金) ～14日(日)  

◆会 場： パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）  

http://www.rounenkango.com/


◆学術集会長：正木 治恵 （千葉大学大学院看護学研究科）  

◆演題登録： 2014年 12月 5日（金）～2015年 1月 26日（月） (予定)  

◆今大会は、第 29回日本老年学会総会との合同開催です。 

 テーマは「良質な超高齢社会を拓く：学際的研究の推進と深化を目指して」です。  

※演題登録開始が近づいてまいりました。一般演題は全てポスター発表です。 

 どうぞご準備ください。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

                 関連団体情報 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

◆第 18回日本老年医学会「高齢者介護・看護・医療フォーラム：地域で認知症を 

   ささえるために」のご案内 

  ・日時：2014年 11月 1日（土） 13:30～16:30 

  ・会場：札幌医科大学記念ホール（札幌市中央区南 1条西 18丁目） 

  ・参加費：無料 

  ※詳しくは日本老年医学会ホームページ（http://www.jpn-geriat-soc.or.jp/）を 

   ご覧ください。 

 

◆医療安全全国フォーラムのご案内 

  ・日時：2014年 11月 23日（日）13:00～15:00（開場 12:30） 

  ・会場：幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1） 

  ・参加費：無料 

   おもなプログラム：ドナルド・ゴールドマン氏による基調講演など 

  ※詳しくは一般社団法人 医療安全全国共同行動のホームページ 

     （http://kyodokodo.jp）をご覧ください。 

 

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+ 
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